
医療・福祉施設内の新生児、成人や認知症患者が身につけたアクティブ型RFタグが、見守りエリアを通過すると、電磁誘導＋自己
発信回路によって場所とIDが検出される。非常事態がどこで発生したかがリアルタイムで検知されるので、施設側は即時に適切な対
応をとることができる。

システムの概要

システムの特徴

●医療施設でも安心して使える。
・周波数300Mhz帯の微弱電波の出力は携帯電話の約10万分の1程度（数十ｎＷ［ナノワット］） 。
・ペースメーカーや輸血ポンプなどの15種類の医療機器を磁界に密着させて影響の無いことを実証済み（2007年3月　東京大学）。

●通信距離は約2mで邪魔な「ゲート」の設置は不要。そのため業務を妨害したり、美観を損ねたりしない。
●RFタグはリストバンドにも取り付けが可能（防水、抗菌仕様）。
（リストバンドには名前やRFタグナンバーなどを印字することも可能。）

●RFタグは充電によって繰り返し使用できる（リストバンドは償却）。
●高い読み取り精度（10年以上スポーツのタイム計測や着順判定に使用されてきた実績のあるRFID）。 
●発展性・拡張性。　
・他のシステムとの連動（電気錠、防犯カメラ、ナースコールなど）。
・医療スタッフが付き添って見守りエリアを通過する場合は、専用のRFタグで自動的に警報解除を行う。

システムの効果

●患者様と家族の安心。
●セキュリティ向上による事故や事件の防止・抑止。
●サービスの差別化、イメージアップ。
●リスクマネジメント（医療機関にとっても安心）。
●防犯に対する意識が向上する（医療機関、利用者の両方）。
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